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三

こ
の
法
律
の
施
行
地
に
お
い
て
公
的
年
金
等
（
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
七
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の

に
限
る
。）の
支
払
を
受
け
る
第
二
百
九
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
当
該
年
中
に
支
払
を
受
け
る
べ

き
当
該
公
的
年
金
等
の
額
が
そ
の
年
最
初
に
当
該
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
る
べ
き
日
の
前
日
の
現
況
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
金
額
に
満
た
な
い
者
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、
障
害
者
、
寡
婦
若
し
く
は
ひ
と
り
親
に
該
当

す
る
者
又
は
特
定
配
偶
者
若
し
く
は
扶
養
親
族
（
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
限
る
。）

若
し
く
は
特
定
親
族
（
合
計
所
得
金
額
が
八
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）を
有
す
る
者

第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中

第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
記
載
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

公
的
年
金
等
支
払
者
の
名
称

二

公
的
年
金
等
受
給
者
が
、
特
別
障
害
者
又
は
そ
の
他
の
障
害
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
該

当
す
る
事
実
並
び
に
寡
婦
又
は
ひ
と
り
親
に
該
当
す
る
場
合
に
は
そ
の
旨

三

特
定
配
偶
者
の
氏
名

四

扶
養
親
族
又
は
特
定
親
族
の
氏
名

五

そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
三
項
、
第
八
項
、
第
十
三
項
、
第
十
九
項
、第
二
十
三
項
各
号
及
び
第
二
十
六
項
中「
第

九
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
移
転
命
令
違
反
の
罪
）

第
三
百
三
十
二
条
の
二

第
三
百
三
十
一
条
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
国
税
徴
収
法
第
七

十
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
市
町
村
の
徴
税
吏
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ

の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を

併
科
す
る
。

２

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又

は
財
産
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

し
、
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

３

法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
当
該
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者

又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に

関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
百
四
十
一
条
第
四
号
た
だ
し
書
中
「
の
種
別
割
」
を
削
る
。

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
五
中「（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）」を
削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
特
別
史

蹟
、
史
蹟
」
を
「
特
別
史
跡
、
史
跡
」
に
改
め
る
。

第
三
百
五
十
一
条
本
文
中
「
が
土
地
」
の
下
に
「
又
は
家
屋
」
を
加
え
、「
、
家
屋
に
あ
つ
て
は
二
十
万
円
」
を
削

り
、「
百
五
十
万
円
」
を
「
百
八
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
、
二
十
万
円
」
を
削
り
、「
百
五
十
万
円
」

を
「
百
八
十
万
円
」
に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
固
定
資
産
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
移
転
命
令
違
反
の
罪
）

第
三
百
七
十
四
条
の
二

第
三
百
七
十
三
条
第
七
項
の
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
国
税
徴
収
法
第
七

十
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
市
町
村
の
徴
税
吏
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ

の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を

併
科
す
る
。

２

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又

は
財
産
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

し
、
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
四
百
四
十
二
条
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第

五
号
中「（
軽
自
動
車
に
付
加
し
て
一
体
と
な
つ
て
い
る
物
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
号

を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
中
第
六
号
を
第
四
号
と
し
、
第
七
号
を
第
五
号
と
し
、
第
八
号
及
び
第
九
号
を
削
る
。

第
四
百
四
十
三
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
等
に
対
し
、
主
た
る
定
置
場
所
在
の
市
町
村
に
お
い
て
、そ
の
所
有
者
に
課
す
る
。

第
四
百
四
十
三
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
、「
、
第
一
項
」
を
「
、

前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
四
百
四
十
四
条
第
一
項
中
「
、
軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
」
及
び
「
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
三

輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
者
」
と
い
う
。）又
は
」

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
者
又
は
」
を
削
り
、同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

第
四
百
四
十
六
条
及
び
第
四
百
四
十
七
条
を
削
る
。

第
四
百
四
十
八
条
第
四
項
中
「
第
四
百
六
十
三
条
の
七
第
六
項
及
び
第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
七
第
六
項
」を「
第

四
百
六
十
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
四
十
六
条
と
し
、第
四
百
四
十
九
条
を
第
四
百
四
十
七
条
と
す
る
。

第
三
章
第
三
節
第
二
款
を
削
る
。

第
三
章
第
三
節
第
三
款
の
款
名
及
び
同
款
第
一
目
か
ら
第
三
目
ま
で
の
目
名
を
削
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
十
五
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
四

十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
二
款

賦
課
及
び
徴
収

第
四
百
六
十
三
条
の
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
四

十
九
条
と
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
十
七
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
五

十
条
と
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
十
八
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車

税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
五
十
一
条
と
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
十
九
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
五

十
二
条
と
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
の
見
出
し
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
五
十
三
条
と

す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
一
の
見
出
し
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
中
「
種
別
割
」を「
軽

自
動
車
税
」
に
、「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
九
」
を
「
第
四
百
五
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
五
十
四
条
と
す

る
。第

四
百
六
十
三
条
の
二
十
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
九
第
一
項
」
を
「
第
四
百
五
十
二
条
第
一
項
」
に
、「
種
別
割
」
を「
軽
自
動
車
税
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
五
十
五
条
と
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
三
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百

五
十
六
条
と
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
四
の
見
出
し
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「
種
別
割
」

を
「
軽
自
動
車
税
」
に
、「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
七
」
を
「
第
四
百
五
十
条
」
に
、「
こ
の
款
」
を
「
こ
の
条
、
次
条

第
一
項
及
び
第
四
百
六
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
七
」
を
「
第
四
百
五
十
条
」
に

改
め
、
同
条
を
第
四
百
五
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
三
款

督
促
及
び
滞
納
処
分

第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
五
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を

第
四
百
五
十
八
条
と
す
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
六
の
見
出
し
中
「
種
別
割
」
を
「
軽
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
百
五
十
九
条

と
す
る
。
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